
月 26 日
１ 施策の概要

施策名
（節の名称）

№
男女共同参画社会の形成41

平成２６年度　施策評価シート

作成日 平成 26 年 11

部章節№ 第4部 第3章 第1節 評価担当部 教育委員会
関連部局

総務部　民生部
環境経済部総合計画書掲載頁 154 頁 記載責任者

施策の目的
（基本方針）

女性の社会参加の促進と男女平等の意識啓発をはかることにより、性別にかかわらず自らの個
性と能力を発揮することができる男女共同参画による社会づくりを推進します。

２ 施策を取り巻く環境

施策の現状

・家庭や地域、職場などあらゆる場面、分野において男女がともに尊敬し合い、誰もが個性と
　能力を十分に発揮することができる環境づくりを進める必要があります。
・ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）被害を防止するため、町では関係部局が連携して
　ＤＶ相談窓口を設置しています。今後も、引き続き関係機関等との連携を図りながら、配偶
　者などによる暴力の防止と被害者の保護をはかるための対策を進める必要があります。

佐藤隆男

総合計画
体　系

まちづくりの目標【部】 豊かな人間性を育む文化のまちづくり

施策の分類【章】 人権の尊重と平等のまちづくり

法令・制度
の変更

施策の課題

・女性の社会参加が円滑に進むよう、一時保育、延長保育をはじめとする保育サービス等の
　充実や育児休業制度の定着など、家庭と仕事が両立できる環境づくりに努める必要があり
　ます。

３ 施策の成果指標 (基本方針を達成するため本施策に求められる成果を定量的に表記します。)

住民満足度

指標（単位）
総合計画
策定時

中間値
（26年度）

目標値
28年度 達成度

『男女共同参画社会の形成』について
「満足」と感じる住民の割合

21.3 ％ 24.3 ％ 31.0 ％ B

主　な
目標指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度

町審議会委員等の女性登用率（％） 増 24 23 25

25年度
目標値
28年度 達成度

－

25 30 A

－

主　な
活動指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度 25年度

目標値
28年度 達成度

４ 施策の活動指標 (「3 施策の成果指標」の目的を達成するため本施策において町が行う活動内容等を定量的に表記します。)

講演会等開催回数（回） 増 2 2 2 2 2 A

－

－



№ 名称 № 名称

５ 総合計画の進捗状況調査に基づく基本施策の評価
基本施策

評価結果
基本施策

評価結果

2 女性の社会参加の促進 B

1 男女共同参画社会の推進 B

B

総合評価結果に対する分析（施策全体について、進捗状況、有効性・効率性の観点を踏まえて分析してください。）

６ 総合評価

成果指標評価 B 活動指標評価 A 進捗状況調査結果

７ 今後の方向性

方向性 □ 現状維持 ■ 一部見直し

町審議会委員等の女性登用率の目標値は30％だが、各委員の選出母体の構成員は男性の方が
多いため、その団体からの推薦もおのずと男性に偏ってしまう傾向があり、女性登用率のアッ
プはなかなか難しいのが現状である。総合評価

B 構成事務事業の見直しが必要な施策です。
（自動判定）

改善案
などの
内　容

・家庭や学校教育、生涯学習を通じた男女平等の意識啓発を図る。
・今後も町審議会委員などへの女性の積極的な登用に努める。
・男女共同参画施策に対するニーズ把握や町としての周知方法のあり方について検討していく
必要がある。

８ 庁内行政評価委員会コメント ※主管部等では記入しないでください。

評価・
方向性

所管部の方向性のとおり

□ 大幅な見直し □ 新たな取組みや事業を追加 □ その他



９ 総合計画の進捗状況調査における取組の方向性の評価（事務事業の評価）

基本
施策№

取組の方向性 評価
年度

評価
結果№ 名称 主管課

1 (2) 男女平等の意識啓発 生涯学習課 26年度 B

1 (1) 男女共同参画推進計画の着実な推進 生涯学習課 26年度 B

男女共同参画のためのシンポジウムや各種交流事業の開催 生涯学習課 26年度 －

1 (5) 多様な学習機会や情報の提供などによる女性人材の育成 生涯学習課 26年度 B

1 (4) ＤＶに関する相談支援体制の強化 生涯学習課 26年度 B

1 (3)

2 (1) 審議会委員等への女性の積極的な登用 行政推進課 26年度 B

2 (2) 家庭と仕事の両立の支援
子育て支援課
商工観光課

26年度 B


